
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩化ビニル樹脂１００重量部に、β－ジケトン化合物またはその金属塩０．００１～５
重量部および下記〔化１〕の一般式（Ｉ）で表される二級カルボン酸金属塩０．００１～
１０重量部を添加した塩化ビニル樹脂組成物。
【化１】
　
　
　
　
　
　
　
　
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、塩化ビニル樹脂組成物に関し、詳しくは、β－ジケトン化合物またはその金属
塩および特定の二級カルボン酸金属塩を併用添加したことを特徴とする熱安定性、耐熱着
色性および印刷性に優れ、プレートアウトの抑制された塩化ビニル樹脂組成物に関する。
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【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
塩化ビニル樹脂は、難燃性や耐薬品性に優れた樹脂であり、種々の用途に用いられている
。しかし、塩化ビニル樹脂は熱的に容易に分解して脱塩化水素を起こして機械強度の低下
や着色等の劣化を起こし、商品性を損なう欠点を有している。
【０００３】
この劣化を抑制するために、種々の安定剤が開発され、特に鉛化合物やカドミウム化合物
とバリウム化合物との混合物等が優れた安定化効果を持つことが知られている。しかし、
近年、安全性の観点から鉛化合物やカドミウム化合物の使用が制限される傾向にあり、安
全性の高い亜鉛化合物とアルカリ土類金属の有機酸塩の併用による安定化に変更されつつ
ある。
【０００４】
亜鉛化合物とアルカリ土類金属の有機酸塩による安定化には、従来からステアリン酸亜鉛
、オレイン酸バリウム、ステアリン酸カルシウム等の脂肪族カルボン酸の金属塩が用いら
れてきた。
【０００５】
しかし、亜鉛化合物とアルカリ土類金属の有機酸塩による安定化では、亜鉛化合物を多量
に用いると耐熱着色性は改善するものの熱安定性が低下し、アルカリ土類金属の有機酸塩
を多量に用いると熱安定性は改善するものの耐熱着色性が低下することから、熱安定性と
耐熱着色性を両立させることは困難であった。更に、これらの金属塩は塩化ビニル樹脂と
の相溶性に欠けるため加工時にプレートアウトして加工機を汚したり、成形後に経時でブ
ルームし易く、配合量は制限されていた。
【０００６】
これらの脂肪酸金属塩を構成する脂肪酸は、特公昭４７－１８４１７号公報に記載された
如く通常は天然物由来の脂肪酸が用いられ、これらは主として直鎖の一級カルボン酸であ
る。
【０００７】
一方、特公昭４５－２０７８１号公報には、一級および二級カルボン酸の金属塩が抱える
ブルームの問題を三級カルボン酸の金属塩を用いることで改善することが提案されている
。三級カルボン酸はブルームを起こさず、その他の性能においては他の脂肪酸と同等の性
能を示すものの、耐熱着色性においては満足のいくものではなかった。
【０００８】
この熱安定性と耐熱着色性との両立をはかるため、β－ジケトン、多価アルコール、過塩
素酸塩、酸化防止剤、金属（水）酸化物、ハイドロタルサイト等の種々の併用剤が提案さ
れている。例えば、特開昭５１－９５４４７号公報には、金属石鹸にβ－ジケトン化合物
を併用することで熱安定性を損なわずに耐熱着色性を改善することが提案されている。
【０００９】
しかし、いずれの併用剤もブルームを生じたり、熱安定性を低下させるか耐熱着色性を低
下させるため、充分満足のいくものではなかった。
【００１０】
このように、塩化ビニル樹脂の安定化は未だ満足のいくものではなく、特に、硬質塩化ビ
ニル樹脂、半硬質塩化ビニル樹脂は、塩化ビニル樹脂１００重量部に対して可塑剤を０～
２０重量部しか添加しないため、溶融粘度が高く、高温での加工が必要であり、加工時に
かかるシェアも大きい。そのため、高度の安定化が要求されており、優れた安定化方法が
望まれていた。
【００１１】
従って、本発明の目的は、熱安定性、耐熱着色性および印刷性に優れ、プレートアウトの
抑制された塩化ビニル樹脂組成物を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
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本発明者等は、鋭意検討を重ねた結果、有機カルボン酸金属塩の有機カルボン酸として特
定の二級カルボン酸を用い、β－ジケトン化合物と併用してなる塩化ビニル樹脂組成物が
、上記目的を達成し得ることを知見した。
【００１３】
本発明は、上記知見に基づきなされたもので、塩化ビニル樹脂１００重量部に、β－ジケ
トン化合物またはその金属塩０．００１～５重量部および下記〔化２〕（前記〔化１〕と
同じ）の一般式（Ｉ）で表される二級カルボン酸金属塩０．００１～１０重量部を添加し
た塩化ビニル樹脂組成物を提供するものである。
【００１４】
【化２】
　
　
　
　
　
　
　
　
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の塩化ビニル樹脂組成物について詳述する。
【００１６】
本発明に用いられる塩化ビニル樹脂としては、ポリ塩化ビニルの他、塩素化ポリ塩化ビニ
ル、塩化ビニルー酢酸ビニル共重合体、塩化ビニルーエチレン共重合体、塩化ビニループ
ロピレン共重合体、塩化ビニルーブタジエン共重合体、塩化ビニルースチレン共重合体、
塩化ビニルー塩化ビニリデン共重合体、塩化ビニルーウレタン共重合体および塩化ビニル
ースチレンー無水マレイン酸三元共重合体等が挙げられる。
【００１７】
本発明に用いられるβ－ジケトン化合物としては、ステアロイルベンゾイルメタン、ピバ
ロイルベンゾイルメタン、ベンゾイルアセトン、カプロイルベンゾイルメタンのような脂
肪族芳香族タイプとジベンゾイルメタンのような芳香族タイプ、デヒドロ酢酸のようなそ
の他のタイプの何れでもよい。また、本発明に用いられるβ－ジケトン化合物の金属塩を
構成する金属としては、アルカリ金属、アルカリ土類金属、亜鉛が挙げられる。
【００１８】
上記β－ジケトン化合物またはその金属塩の添加量は、塩化ビニル樹脂１００重量部に対
して、０．００１～５重量部、好ましくは０．０１～３重量部である。該添加量が０．０
０１重量部未満であると耐熱着色性の改善効果が認められず、５重量部を超えても耐熱着
色性は向上せずに熱安定性が低下する。
【００１９】
　本発明に用いられる上記一般式（Ｉ）で表される二級カルボン酸金属塩において、Ｒ 1

およびＲ 2で示されるアルキル基としては ソブチル、第二ブチル、第三ブチル ソ
ペンチル、ネオペンチル、第二ペンチル、第三ペンチル ソヘキシル、第二ヘキシル、
第三ヘキシル ソヘプチル、第二ヘプチル、第三ヘプチル、１，３，３－トリメチルブ
チル ソオクチル、第二オクチオル、第三オクチル、２－エチルヘキシル ソノニル
、第二ノニル、第三ノニル、３，５，５－トリメチルヘプチ イソデシル、第二デシル
、第三デシル ソウンデシル、第二ウンデシル、第三ウンデシル ソドデシル、第二
ドデシル、第三ドデシル等が挙げられる に分岐を有するアルキル基では、耐熱着色性
に優れ、プレートアウトを抑制す
【００２０】
また、Ｍで示されるアルカリ土類金属としては、マグネシウム、カルシウム、バリウム等
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が挙げられる。
【００２１】
上記一般式（Ｉ）で表される二級カルボン酸金属塩は、常温で液状かまたは低融点の化合
物であり、液状ワンパック安定剤においても有用である。
【００２２】
上記一般式（Ｉ）で表される二級カルボン酸金属塩の添加量は、塩化ビニル樹脂１００重
量部に対して、０．００１～１０重量部、好ましくは０．０５～５重量部である。該添加
量が０．００１重量部未満であると安定化効果が得られず、１０重量部を超えるとブルー
ムして外観を損なう。
【００２３】
本発明の塩化ビニル樹脂組成物には、通常用いられる安定剤、可塑剤、フェノール系酸化
防止剤、リン系酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤、防曇剤、帯電防止剤、難燃剤、滑
剤、改質剤、強化剤、顔料、発泡剤等が併用されても良い。また、塩化ビニル樹脂の機械
的特性を損なわない範囲であれば、他の樹脂を混合してもよい。
【００２４】
本発明の塩化ビニル樹脂組成物に併用することができる上記安定剤としては、周知のもの
を用いることができ、具体的には、本発明に係る前記一般式（Ｉ）で表される二級カルボ
ン酸金属塩以外の飽和脂肪族カルボン酸金属塩、不飽和脂肪族カルボン酸金属塩、芳香族
カルボン酸金属塩等の他の有機カルボン酸金属石鹸（亜鉛石鹸、アルカリ土類金属の石鹸
およびアルミニウム石鹸）、および有機リン酸金属塩等の有機金属塩、金属酸化物、金属
水酸化物、金属炭酸塩、ハイドロタルサイトやゼオライト等の無機複合金属塩等の無機金
属塩、塩素酸バリウム、過塩素酸バリウム、過塩素酸ナトリウム、過塩素酸アンモニウム
等のハロゲン酸素酸塩、多価アルコール、エポキシ化合物、βーアミノクロトネート類、
尿素類、インドール類、ジヒドロピリジン類等の非金属安定剤が挙げられる。
【００２５】
上記の他の有機カルボン酸金属石鹸を構成する有機カルボン酸としては、オクチル酸、２
－エチルヘキシル酸、デカン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン
酸、ベヘニン酸、オレイン酸等の飽和、不飽和の脂肪族カルボン酸、安息香酸、ｐ－ｔ－
ブチル安息香酸等の芳香族カルボン酸が挙げられる。
【００２６】
また、上記有機リン酸金属塩としては、モノステアリルリン酸エステル、ジステアリルリ
ン酸エステル等のアルキルリン酸エステルやモノノニルフェニルリン酸エステル、ジノニ
ルフェニルリン酸エステル等の芳香族リン酸エステルとアルカリ金属、アルカリ土類金属
、亜鉛およびアルミニウムの塩やこれらの混合物が挙げられる。
【００２７】
また、上記ハイドロタルサイト類としては、下記一般式（ II）で表される化合物が挙げら
れる。
【００２８】
Ｚｎ X  Ｍｇ Y  Ａｌ Z  （ＯＨ） 2 ( X + Y ) + 3 Z - 2  ＣＯ 3  ・ｎＨ 2  Ｏ（ II）
（式中、０≦Ｘ≦４、２≦Ｙ≦６、２≦Ｚ≦４、０≦ｎ≦１０を示す。）
【００２９】
上記ハイドロタルサイト類は、天然物でも合成品でも良いが、不純物による樹脂の汚染が
少ない合成品が好ましい。また、該ハイドロタルサイト類の組成としては、上記一般式（
II）で表される化合物におけるマグネシウムの一部もしくは全部をアルカリ金属または他
のアルカリ土類金属で置換したものでもよく、炭酸アニオンの一部または全部を過塩素酸
アニオン等で置換したものでもよい。また、これらのハイドロタルサイト類は脂肪酸等に
より表面処理されたものを用いることもできる。
【００３０】
また、上記多価アルコールとしては、ペンタエリスリトール、ジペンタエリスリトール、
トリメチロールプロパン、グリセリン、トリス（ヒドロキシエチル）イソシヌレート、マ
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ンニット、ソルビットおよびその部分エステル化合物が挙げられる。
【００３１】
本発明の塩化ビニル樹脂組成物に併用することができる上記可塑剤としては、エステル系
可塑剤、エーテル系可塑剤、エポキシ系可塑剤やリン酸エステル系可塑剤が挙げられる。
【００３２】
ここで、上記エステル系可塑剤としては、フタル酸，トリメリット酸，ピロメリット酸，
アジピン酸，セバチン酸，アゼライン酸等の酸とｎ－プロパノール，イソプロパノール，
ｎーブタノール，イソブタノール，ｔｅｒｔ－ブタノール，ｎ－ペンタノール，イソペン
タノール，ｔｅｒｔ－ペンタノール，ｎ－ヘキサノール，イソヘキサノール，ｎ－ヘプタ
ノール，イソヘプタノール，ｎ－オクタノール，イソオクタノール，２ーエチルヘキサノ
ール，ｎ－ノナノール，イソノナノール，ｎ－デカノール，イソデカノール，ラウリルア
ルコール，ミリスチルアルコール，パルミチルアルコール，ステアリルアルコール等の直
鎖および分岐のアルキルアルコールとの単独または混合物からなるエステルや、ブタンジ
オールとアジピン酸とのエステルのようなポリエステル可塑剤等が挙げられる。
【００３３】
また、上記エポキシ系可塑剤としては、エポキシ化大豆油、エポキシ化アマニ油、エポキ
シ化ヒマシ油、エポキシ化アマニ油脂肪酸ブチル、オクチルエポキシステアレート、エポ
キシトリグリセライド、エポキシヘキサヒドロフタル酸ジイソデシルやエピクロルヒドリ
ンとビスフェノールＡの低分子量反応生成物樹脂のようなエポキシ樹脂が挙げられる。
【００３４】
また、上記リン酸エステル系可塑剤としては、トリクレジルホスフェート、トリキシレニ
ルホスフェート、モノブチルジキシレニルホスフェート、トリオクチルホスフェートが挙
げられる。
【００３５】
本発明の塩化ビニル樹脂組成物に併用することができる上記フェノール系酸化防止剤とし
ては、通常用いられるもののいずれでもよく、例えば、２，６－ジ第三ブチル－ｐ－クレ
ゾール、２，６－ジフェニル－４－オクタデシロキシフェノール、ステアリル－３－（３
，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－プロピオネート、ジステアリル（３，
５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ホスホネート、チオジエチレングリコール
ビス〔（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕、１，６－
ヘキサメチレンビス〔（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネー
ト〕、１，６－ヘキサメチレンビス〔（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオン酸アミド〕、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－ｍ－クレゾール ) 、２
，２’－メチレンビス（４－メチル－６－第三ブチルフェノール）、２，２’－メチレン
ビス（４－エチル－６－第三ブチルフェノール）、ビス〔３，３－ビス（４－ヒドロキシ
－３－第三ブチルフェニル）ブチリックアシッド〕グリコールエステル、２，２’－エチ
リデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（４－第二
ブチル－６－第三ブチルフェノール ) 、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキ
シ－５－第三ブチルフェニル）ブタン、ビス〔２－第三ブチル－４－メチル－６－（２－
ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチルベンジル）フェニル〕テレフタレート、１，３
，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメ
チルベンゼン、１，３，５－トリス〔（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）プロピオニルオキシエチル〕イソシアヌレート、テトラキス〔メチレン－３－（３，５
－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート〕メタン、２－第三ブチル－
４－メチル－６－（２－アクリロイルオキシ－３－第三ブチル－５－メチルベンジル ) フ
ェノール、３，９－ビス〔１，１－ジメチル－２－｛（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ
－５－メチルフェニル）プロピオニルオキシ｝エチル〕－２，４，８，１０－テトラオキ
サスピロ〔５ . ５〕ウンデカン、トリエチレングリコールビス〔（３－第三ブチル－４－
ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオネート〕等が挙げられる。これらのフェノー
ル系酸化防止剤は、塩化ビニル樹脂１００重量部に対して、好ましくは０．０１～５重量
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部、より好ましくは０．１～３重量部となるように併用される。
【００３６】
また、上記リン系酸化防止剤としては、通常用いられるものはいずれでもよく、例えば、
トリスノニルフェニルホスファイト、トリス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスファ
イト、トリス〔２－第三ブチル－４－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフ
ェニルチオ）－５－メチルフェニル〕ホスファイト、トリデシルホスファイト、オクチル
ジフェニルホスファイト、ジ（デシル）モノフェニルホスファイト、ジ（トリデシル）ペ
ンタエリスリトールジホスファイト、ジステアリルペンタエリスリトールジホスファイト
、ジ  (ノニルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジ第三ブ
チルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，６－ジ第三ブチル－４
－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，４，６－トリ第三
ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、テトラ（トリデシル）イソプロ
ピリデンジフェノールジホスファイト、テトラ（トリデシル）－４，４’－ｎ－ブチリデ
ンビス（２－第三ブチル－５－メチルフェノール ) ジホスファイト、ヘキサ（トリデシル
）－１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ－５－第三ブチルフェニル）ブタ
ントリホスファイト、２，２’－メチレンビス（４，６－ジ第三ブチルフェニル）－２－
エチルヘキシルホスファイト、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェニ
ル）フルオロホスファイト、トリス〔３－（２，４，８，１０－テトラ第三ブチルジベン
ジル）ホスフォシンオキシプロピル〕アミン、２，２－ビス（４－〔２，２’－メチレン
ビス（４，６－ジ第三ブチルフェニル）ホスフォシンオキシ〕フェニルプロピル、テトラ
キス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ビフェニレンジホスホナイト、９，１０－ジハイ
ドロ－９－オキサ－１０－ホスファフェナンスレン－１０－オキサイド、２，２’ーメチ
レンビス（４ーメチルー６ー第三ブチルフェニル）－２－エチルヘキシルホスファイト等
が挙げられ、その他、特開昭５７－１９２４６０号公報に提案されている高分子量リン化
合物が挙げられる。これらのリン系抗酸化剤は、塩化ビニル樹脂１００重量部に対して、
好ましくは０．００１～５重量部、更に好ましくは０．００５～３重量部となるよう使用
される。
【００３７】
また、上記紫外線吸収剤としては、例えば、２，４－ジヒドロキシベンゾフェノン、２－
ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン、２－ヒドロキシ－４－オクトキシベンゾフェ
ノン、５，５’－メチレンビス（２－ヒドロキシ－４－メトキシベンゾフェノン）等の２
－ヒドロキシベンゾフェノン類；２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ベンゾト
リアゾール、２－（２－ヒドロキシ－５－第三オクチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾー
ル、２－（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－メチルフェニル）－５－クロロベンゾ
トリアゾール、２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジクミルフェニル）ベンゾトリアゾール
、２，２’－メチレンビス（４－第三オクチル－６－ベンゾトリアゾリル）フェノール、
２－（２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－カルボキシフェニル）ベンゾトリアゾール
のポリエチレングリコールエステル等の２－（２－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ
ール類；フェニルサリシレート、レゾルシノールモノベンゾエート、２，４－ジ第三ブチ
ルフェニル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル－３，
５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート等のベンゾエート類；２－エチル－２’
－エトキシオキザニリド、２－エトキシ－４’－ドデシルオキザニリド等の置換オキザニ
リド類；エチル－α－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、メチル－２－シアノ－
３－メチル－３－（ｐ－メトキシフェニル）アクリレート等のシアノアクリレート類等が
挙げられる。これらの紫外線吸収剤は、塩化ビニル樹脂１００重量部に対して、好ましく
は０．００５～１０重量部、更に好ましくは０．０１～５重量部となるよう使用される。
【００３８】
また、上記光安定剤としては、例えば、２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル
ステアレート、１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルステアレート、２，
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２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルベンゾエート、ビス（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４
－ピペリジル）セバケート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジ
ル）ブタンテトラカルボキシレート、テトラテス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－
４－ピペリジル）ブタンテトラカルボキシレート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメ
チル－４－ピペリジル）・ジ（トリデシル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシ
レート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－２－ブチル－２
－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、１－（２－ヒドロキ
シエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジノール／コハク酸ジエチル重
縮合物、１，６－ビス（２，２，６，６－テトラエチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサ
ン／ジブロモエタン重縮合物、１，６－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジルアミノ）ヘキサン／２，４－ジクロロ－６－モルホリノ－ｓ－トリアジン重縮合物
、１，６－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジルアミノ）ヘキサン／２
，４－ジクロロ－６－第三オクチルアミノ－ｓ－トリアジン重縮合物、１，５，８，１２
－テトラキス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－イル〕－１，５，８，１２－テトラアザド
デカン、１，５，８，１２－テトラキス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ－（１，２，２
，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－６－イル〕－１
，５，８，１２－テトラアザドデカン、１，６，１１－トリス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチ
ル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン
－６－イルアミノ〕ウンデカン、１，６，１１－トリス〔２，４－ビス（Ｎ－ブチル－Ｎ
－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）アミノ）－ｓ－トリアジン－
６－イルアミノ〕ウンデカン等のヒンダードアミン化合物が挙げられる。これらの光安定
剤は、塩化ビニル樹脂１００重量部に対して、好ましくは０．００１～５重量部、更に好
ましくは０．０５～３重量部となるように使用される。
【００３９】
本発明の塩化ビニル樹脂組成物の加工方法としては、押し出し加工、カレンダー加工、ブ
ロー成形、プレス加工、粉体成形、射出成形等が挙げられる。
【００４０】
本発明の塩化ビニル樹脂組成物は、食品包装用ラップフィルム等の包装用資材、床材、天
井材、壁材、窓枠、波板、雨樋等の建材、自動車外装材、自動車内装材、農業用資材、電
線被覆材料、塗料、粘着テープ、ラベル用フィルム、シュリンク用フィルム、ホース、チ
ューブ、パッキン、ガスケット、パイプ、レザー、玩具等の日用雑貨等の通常塩化ビニル
樹脂組成物が用いられる用途であればいずれの用途にも用いることができる。
【００４１】
【実施例】
以下、実施例により本発明を更に詳細に説明する。しかしながら、本発明はこれらの実施
例により何ら制限を受けるものではない。
【００４２】
実施例１
以下に示す基本配合１によりヘンシェルミキサーでブレンド後、１６０℃×２０ｒｐｍ×
０．５ｍｍ×５分の条件でロール混練してシートを得、得られたシートについて以下の試
験を行った。それらの結果を下記〔表１〕に示す。
【００４３】
熱安定性試験：得られたシートを１９０℃ギヤオーブン中での黒化までの時間を１０分間
隔で評価した。
【００４４】
耐熱着色性試験：得られたシートを１８０℃×１ｍｍで５分および２０分プレスして得ら
れたシートの着色度を目視により１０段階評価した。１は着色なし、３は淡黄色、７は褐
色、１０は黒褐色とした。
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【００４５】
印刷性試験：得られたシートに朱色のインクを塗布後、４０℃×９５％ＲＨ×２週間後の
インク塗布面にセロテープを貼り、碁盤目剥離試験により印刷性を評価した。剥離なしを
１、半分程度が剥離したものを３、全体が剥離したものを５として５段階評価した。
【００４６】
プレートアウト試験：プレスシート作成時のプレス板の表面を目視により５段階で評価し
た。１はプレートアウトなし、３は板の面積の３０％程度のプレートアウト、５は全体に
プレートアウトが認められるものとした。
【００４７】
基本配合１（軟質塩化ビニル樹脂における評価の基本配合）
塩化ビニル樹脂〔 Geon 103EP; 日本ゼオン（株）製〕　１００　　重量部
ジオクチルフタレート　　　　　　　　　　　　　　　　４０　　　〃
エポキシ化大豆油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　　〃
ステアリン酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　〃
フェノール系酸化防止剤 * 1　　　　　　　　　　　　　　　０．１　〃
リン系酸化防止剤 * 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　〃
ジベンゾイルメタン　　　　　　　　　　　　　　（〔表１〕参照）〃
亜鉛石鹸（下記〔表１〕参照）　　　　　　　　　（〔表１〕参照）〃
＊１：アデカスタブＡＯ－５０（旭電化工業株式会社製）
ステアリル－３－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート
＊２：アデカスタブ１５００（旭電化工業株式会社製）
テトラアルキル（Ｃ１２～１５混合）ビスフェノールＡジホスファイト
【００４８】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４９】
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実施例２
以下に示す基本配合２により、実施例１と同様にしてシートに加工し、同様の試験を行い
、評価した。ただし、耐熱着色性は黄色度をハンター比色計で測定して評価した。それら
の結果を下記〔表２〕に示す。
【００５０】
基本配合２（半硬質塩化ビニル樹脂における評価の基本配合）
塩化ビニル樹脂〔 Geon 103EP-8; 日本ゼオン（株）製〕　１００　　重量部
ジオクチルフタレート　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　　　〃
エポキシ化大豆油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　　　〃
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５　　　〃
オレイン酸亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　〃
フェノール系酸化防止剤 * 1　　　　　　　　　　　　　　　　０．１　〃
リン系酸化防止剤 * 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　〃
ステアロイルベンゾイルメタン　　　　　　　　　　　　　　０．３　〃
バリウム石鹸（下記〔表２〕参照）　　　　　　　　（〔表２〕参照）〃
【００５１】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５２】
実施例３
以下に示す基本配合３により、実施例２と同様にしてシートに加工し、同様の試験を行い
、評価した。それらの結果を下記〔表３〕に示す。
【００５３】
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基本配合３（硬質塩化ビニル樹脂における評価の基本配合）
塩化ビニル樹脂〔 TK-700; 日本ゼオン（株）製〕　　１００　　　　重量部
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　　〃
亜鉛石鹸（下記〔表３〕参照）　　　　　　　　　　（〔表３〕参照）〃
ステアリン酸カルシウム　　　　　　　　　　　　　　　０．２　　　〃
アデカスタブＡＯ－５０　　　　　　　　　　　　　　　０．１　　　〃
ジペンタエリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　　〃
ＤＨＴ－４Ａ * 1 5  　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　　〃
ジベンゾイルメタン　　　　　　　　　　　　　　　（〔表３〕参照）〃
ポリエチレンワックス　　　　　　　　　　　　　　　　０．５　　　〃
グリセリンジステアリン酸エステル　　　　　　　　　　０．２　　　〃
＊１５：協和化学（株）製ハイドロタルサイト　 Mg4 . 5 Al2 (OH)1 3 CO3  ・ 3.5H2 O
【００５４】
【表３】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５５】
　以上の結果より、β－ジケトン化合物またはその金属塩および前記一般式（Ｉ）で表さ
れる二級カルボン酸金属塩を添加してなる本発明の塩化ビニル樹脂組成物（実施例  1-1～
1-3, 2-1～ 2- , 3-1,3-2）は、その他の塩化ビニル樹脂組成物（比較例  1-1～ 1-6, 2-1～
2- , 3-1～ 3-5 ）に比して、熱安定性を損なうことなく、耐熱着色性および印刷性に優れ
、プレートアウトが抑制されたものであることが明らかである。
【００５６】
【発明の効果】
本発明の塩化ビニル樹脂組成物は、熱安定性を損なうことなく、耐熱着色性、印刷性、プ
レートアウトを同時に高度に改善されたものである。
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